
第６回 笛吹市ボランティア大会を開

催いたしました。

社会福祉大会の第２部として、ボランティアさんや民

生委員さんと協働し、ボランティア大会を開催しました。

まずはシンポジウムとして３名の方が発表しました。

この度の被災者であり、山梨に避難してきた猪狩さん

が災害に会われてから今までの状況を、芦川地区避

難勧告時の実態として芦澤さんが、また、ＮＰＯ法人

で災害ボランティアとして活躍されている山下さんが

発表。災害時の生々しい現状を語っていただきました。

シンポジストの発表の

後は、参加された方と

社協の職員、協力し

て頂いた方々を７つの

グループに分け、各グ

ループ毎に災害時に

ついて熱く討論会を行

いました。





どの組も熱く討論が重なり、

設定された時間を過ぎても

話が尽きず、延長しつつ皆

さんとの話を重ねました。

今回の震災がどれほど皆さ

んの意識の中に大きかった

か。他人事ではなく、自分

の言葉として、自分の地域

を守る皆さんの情熱を感じ

ました。

「自分達で自分の地域を守

る」

事。

今後もこういった話し合いを

続けられるようにしていかな

ければなりません。

多数のご参加、ありがとうございました。


